




























Educational Effects of Testing the Salt Concentration of Miso Soup in Cooking 
Practice Classes — Three Separate Experiments Carried out from 2013 to 2015—
























性別（ ） 年齢（ ）
１ 味噌汁を飲む頻度をお知らせください。あてはまるものに○を付けてください。
飲まない 1日1回 朝 1日1回 昼 1日1回 夜 1日2回 朝 昼
1日2回 朝 夜 1日2回 昼 夜 1日3回 1週間数回（ ）回
１ヵ月数回（ ）回 1年間数回（ ）回
２、自分の味付けはどのように感じていますか？
濃い どちらかといえば濃い どちらかといえば薄い 薄い
３、家で使っている味噌に○を付けて名前を教えてください。
白味噌だし入り 白味噌 合わせみそだし入り 合わせみそ 赤みそだし入り 赤みそ













0.1 0.2 0.3 0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9
教育前 0 2 3 4 8 17 19 22 17 15 8 7 6 6 1 1 1 0 1














































0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2 2.1 2.2 2.3 2.4 2.5
教育前 0 0 7 24 13 20 10 7 4 2 5 0 4 0 2 0 0 0 0 2
























































0.4 0.5 0.6 0.7 0.8 0.9 1 1.1 1.2 1.3 1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2 2.1 2.2
教育前 0 1 3 5 10 17 11 26 15 10 7 4 1 1 1 1 0 0 1














































薄い やや薄い やや濃い 濃い 薄い やや薄い やや濃い 濃い
0 1人 0 0 13人 12人 12人 5人
薄い やや薄い やや濃い 濃い 薄い やや薄い やや濃い 濃い



























朝 昼 夜 朝昼 朝夜 昼夜 3回 週 月 年
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